
　　　　　　　LANDSCAPE		ARCHITECTURE　OFF	CAMPUS	PROGRAM	

　　　　　　　　　　　　　　開講のお知らせ	

　　　前回５月２２日は繁茂し始めたヤブマメと明るい所に広がったイチゴツナギの１種を	

　　　抜きました。今回はコロナ禍の緊急事態宣言下ですので、密を避け散開して草を抜く、	

　　　ということになります。３日間開講しますので、都合の良い日、時間に参加してください。	

　　　オリンピック、パラリンピック中は立ち入れなかった「みどりの広場」が例年とどう違うか？	

　　　草の様相、虫たちの様相は興味津津です。　　　　　　　　　　　	

　　　年間を通じてチョウやバッタの数、種数が増えてきたのはチカラシバなど丈の高い種が繁茂	

　　　してきたことに関連がありそうです。今回はその虫たちは最盛期だと思います。	

　　　夏の終わりの草はらで１〜２種を選んで除草し、変わり続ける草地の様相を感じてください。	

　　　２０１２年６月の第１回以来、選択除草対象として確認した帰化植物は	７１種、在来植物は		

　　　１１６種類を超えています。　コロナ禍、生物多様性について改めて考えることもにもなる	

　　　と思います。初めての方もふるって参加下さい。	

　　　	

　　　　　　第５８回プログラム　『創造的な植栽管理』（	造園CPD	今回はコロナ禍でナシ	）	

　　　　	　		　	武蔵野の在来種による草地の育成管理　–	夏草編	

　　　　　　　・草本類の選択除草、選択刈り（在来種、帰化植物、多年草の夏期の同定）	

　　　　　　	植物の個性を生かす手入れに参加しよう		

　　		

　　　　	ゲストインストラクター：荒井　浩司さん（翠嶺舍植物調査事務所）２３日のみの予定	

																				協力　　　	：富士植木／小島和夫さん、ゴバイミドリ	　　　　　　　　　　　　	

受講料　　　																			：５００円	

日　時	 	 										２０２１年　９月　２３日、２４日、２５日（土）	

																		受付	 　　　　　		9:30	〜13:00	まで随時　	

																		オリエンテーション　10:00	〜（	荒井浩司さん	２３日のみです	）　	

																		作業（選択除草）	　	10:00	〜	12:00　		13:30	〜	16:00	終了	

会　場	 							：味の素スタジアムAGFフィールド「みどりの広場」（東京都調布市飛田給1-1-4）	

定　員	 	 ：制限なしですが、事前に参加申込をしてください。	

持ち物	 	 ：お弁当、剪定ハサミ、軍手、タオル、帽子、飲み物、虫除けなど	

											マスクなどコロナ対応のほか、天候に合わせ、対策は各自お願いします。	

申し込み先：学生コーディネーター　	岩田	宰さん（千葉大）		e-mail	:chibauniv.iwata@gmall.com	

　　　　　　	プランタゴ（田瀬理夫）	e-mail	:plamtago@carrot.ocn.ne.jp	

Support	 	 ：富士植木　小島　和夫さん　　e-mail：kojima@fujiueki.co.jp	
																	当日不明な点は小島さんまでお問い合わせ下さい。（当日のみ　小島携帯：090-4098-5379）   
主催：　                        ：プランタゴ　オフキャンパス
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